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山 口 県 教 育 委 員 会 会 議  
 
          日時：令和元年５月２３日  午後２時００分 
          場所：山口県教育庁教育委員会室         
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 それでは、ただいまより令和元年５月の教育委員会会議を開催いた

します。 

 最初に本日の署名委員の指名を行います。 

 中田委員と石本委員、よろしくお願いします。 

 それでは、報告事項に入ります。 

報告事項１について、教職員課から説明をお願いします。 

 

 「令和２年度(2020年度)山口県公立学校教員採用候補者選考試験」の

実施について御報告します。 

  資料の２ページを御覧ください。 

  今年度実施する採用試験の概要については、３月１４日に実施大綱

として発表したところですが、この度５月１０日に、採用見込者数を

含めた試験の詳細な内容を、実施要項として発表し、志願者への配布

を開始しましたので、その概要を改めて御報告します。 

 はじめに、１の（１）の選考区分及び志願区分（校種等）について

ですが、アの一般選考からクの看護科・理療科教諭特別選考までの８

つの区分で実施します。 

 次の３ページ（２）の教科（科目等）及び採用見込者数についてで

すけれども、全体で４３２人程度としておりまして、昨年度の４２１

人程度から１１人の増加となっています。校種別、教科（科目等）別

の内訳等については、下の表にお示ししているとおりです。 

  次は４ページを御覧ください。２の志願書類受付期間は、要項発表

後の５月１３日から既に受付を開始しており、３１日までとしていま

す。 

  ３の選考試験期日につきましては、第一次試験を７月１３日(土)、

１４日(日)の２日間、第二次試験を、８月２４日（土）、２５日

（日）の２日間で実施することとしていますが、小学校の個人面接に

ついては、２５日（日）から２７日（火）までのうち指定する１日で

実施します。 

  ４の試験会場ですが、１次試験は山口会場の県内３高校と、東京会

場の「國學院大學 たまプラーザキャンパス」で実施し、二次試験は

県内４高校で実施します。 

  次の５ページを御覧ください。５の試験内容はお示ししているとお

りです。６の結果の発表につきましては、一次は８月６日（火）、二

次は１０月２日（水）の午前９時としております。 

 次に、７の試験の主な変更点についてですが、今年度は社会人特別

選考の対象者に「青少年教育施設勤務経験者」を追加しました。 

  ８の志願書類の請求等については、お示ししているとおりです。 

  次の６ページを御覧ください。９のその他についてです。 

  実施要項発表後、５月１０日から１９日までの間で、お示しのとお
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り、教員採用候補者選考試験説明会を実施しました。 

  県内７会場、県外７会場の、合わせて１４会場でパンフレット及び

志願書類を配付し、令和２年度試験の変更点や試験内容等について周

知するとともに、試験に対する心構えや教員になってからのことなど

を、現職教員から語ってもらいました。 

  会場ごとの参加者数は表にお示ししているとおりです。 

  以上、令和２年度山口県公立学校教員採用候補者選考試験の実施に

ついて御報告します。 

 

 ただいま教職員課から報告事項１について説明がありましたが、意

見、質問はありますか。 

 

４ページの選考試験の会場についてですけれど、東京会場にはこち

らから出張して行かれますか？ 

 

東京会場の試験の運営につきましては、こちらから職員が赴きまし

て実施を致します。 

 

他にいかがでしょうか。 

 

それでは、報告事項１については、以上のとおりとします。 

続いて、報告事項２について、義務教育課から説明をお願いしま

す。 

 

４月に実施されました「全国学力・学習状況調査」につきまして、

概要を御報告いたします。 

調査問題については別途お届けしていますが、ここでは、別冊の資

料を使って御説明いたします。 

 まず、７ページを御覧ください。 

今年度は、４月１８日（木）に、これまでと同様、小学校第６学年

と中学校第３学年を対象に実施されました。実施教科は、小学校は国

語、算数。中学校は国語、数学、そして英語です。 

昨年度からの変更点ですが、国語、算数・数学については、知識に

関する問題、いわゆる「Ａ問題」と、活用に関する問題、いわゆる

「Ｂ問題」を一体的に問う構成で実施されました。また、新たに英語

の調査が行われ、「聞くこと」「読むこと」「書くこと」に加え、コ

ンピュータを使っての「話すこと」調査が実施されました。英語は３

年に一度実施されることとなっています。 

全体として、学習指導要領の理念・目標・内容に基づき、前の学年

までに十分身に付け、活用できるようにしておくべきと考えられる内

容が、各領域からバランスよく出題されています。また、国語、算数

・数学において、これまでの調査における課題を踏まえた問題が、約

４４％出題されています。 

本県では、小・中学校合わせて４２８校、約２万２千人の児童生徒

に調査を実施したところです。英語の「話すこと」調査における機器

の不具合等が危惧されておりましたが、本県では、大きなトラブルも
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なく調査を終えることができました。 

調査結果等につきましては、７月末頃、各教育委員会及び学校に対

して文部科学省から提供される予定です。 

それでは、問題の概要について御説明いたします。 

まず、教科に関する調査です。 

 資料８ページを御覧ください。小学校国語です。 

資料にお示ししているように、公衆電話について調べたことを目的

に合わせて資料を用いて報告する文章を書く問題や、身近な食べ物に

ついて疑問に思ったことを調べ紹介し合うために資料を読み取る問

題、町の広報誌に取り上げられていた畳職人を紹介するためにインタ

ビューをする問題など、実際の学習場面や学校生活での活用を想定し

た問題が出題されました。 

資料１０ページは、小学校算数です。 

２つの合同な台形でつくられた図形の面積を求めるとき、示された

式がどのようなことを表しているかを、言葉や数を用いて説明するこ

とができるかをみる問題が出題されました。また、資料でお示しして

いるように、遊園地での待ち時間を考えるという日常生活の問題解決

のために、伴って変わる２つの数量を見いだし、数学的に表現・処理

して判断する力をみる問題が出題されました。 

次は中学校国語です。１２ページを御覧ください。 

全国中学生新聞を読んで考える問題や、「地域と私たちとのつなが

り」というテーマで意見文を書く問題など、日常生活と関連付けられ

た問題が出題されました。お示ししているように、意見文を読み返し

て文章を書き加えるという設定のもと、資料を見ていない人にも分か

るように書く問題など、実際の学習場面や学校生活での活用を想定し

た問題が出題されました。 

資料１４ページは、中学校数学です。 

基本的な知識・技能を問う問題に加えて、与えられた表やグラフを

用いて冷蔵庫の費用について考察する問題や、連続する３つの奇数の

和の性質について式を使って説明する問題が出題されました。また、

「データの活用」の領域では、代表値の理解を問う問題や、与えられ

たヒストグラムの特徴を基に説明する問題などが出題されました。 

資料１６ページは、中学校英語です。 

「聞くこと・読むこと」においては、「留学生の英語によるメッセ

ージ」を聞き取ったり、「社会的な話題に関する英文（食糧問題）」

を読み取ったりして、自分の考えを書くなど、各技能を組み合わせて

表現する力が求められる問題が出題されました。また、「書くこと」

においては、お示ししているように、学校を表す２つの「ピクトグラ

ム（案内用図記号）」の案を比較して、どちらが良いかを理由ととも

に、２５以上の単語でまとまりのある英文を書く力を問う問題が出題

されました。 

「話すこと」においては、右ページでお示ししているように、「家

族紹介」に係る２人のやりとりに沿った質問を場面や状況から判断

し、即興的に表現する力を問う問題など、技能統合型の発信力を重視

している新学習指導要領の趣旨を踏まえた問題が出題されました。 

教科に関する問題については以上でございます。 
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続いて、質問紙調査について、１８ページを御覧ください。 

まず、児童生徒に対する調査につきましては、家庭学習などの質問

の一部が削除され、道徳、特別活動、ＩＣＴに関する質問が追加され

ました。 

中学校においては、３年に一度の英語の実施に伴い、生徒に対する

調査、学校に対する調査ともに、英語学習に関する質問が追加されま

した。また、部活動の取組についての質問が追加されました。 

学校に対する調査につきまして、１９ページ下の方を御覧くださ

い。 

今年度は、質問項目が整理され、小学校の設問数が大きく減ってい

ます。新学習指導要領のキーワードとなっている「主体的・対話的で

深い学びの視点からの授業改善」に関連した質問や、英語科の小中連

携における研修に関する質問などが追加されています。 

以上で、今年度の全国学力・学習状況調査についての報告を終わり

ます。 

 

 ただいま義務教育課から報告事項２について説明がありましたが、

意見、質問はありますか。 

 

１７ページの「話すこと」についての解答は、どういうかたちです

るのでしょうか。 

 

「話すこと」につきましてはコンピュータを使いまして、ＵＳＢの

ほうに一人ひとりの生徒の話した音声を録音し、それを採点者が聞い

て採点するかたちでございます。 

 

ひとりずつ、席に着いた状態で話すのでしょうか。 

 

そうですね。いわゆるコンピュータールームのようなところが多か

ったと思われますけれど、そちらでひとりずつが画面に向かって、ヘ

ッドセットを付けて話した音を拾って、それを採点するというかたち

でございます。 

 

イメージがつかみにくいところもありますが、全体が一斉にやるた

めの機材がないというのはありまして、クラスごとにローテーション

で行ったところもあるようです。また、隣の人の声が聞こえることも

心配されましたが、大きな問題にはならなかったようです。 

 

今回、初めて英語の話す力の調査がありましたけど、実施されて、

子どもたちの反応はどうだったでしょうか。私もインターネットでど

んなことをやっているのか聞いてみましたけど、意外と速いスピード

で英語が話されて、それを１回だけ聞いた状態で答えを言うかたちで

した。子どもたちは問題なく聞き取れて答えたのでしょうか。 

 

全ての学校から確認できているわけではないですし、生徒さんの習

熟の状態によって反応も違うと思いますけども、例えば御協力いただ
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いた複数の学校によりますと、思っていたより生徒が解答していた、

それが正解かどうかはわかりませんが、答えられないのではと懸念し

ていたよりは、積極的に発話をしていたとの報告を受けております。 

 

それは素晴らしい。 

 

じっとしているような感じではないと。他にありませんか？ 

 

英語は、なぜ３年に１回なのでしょうか？ 

 

調査の基本設計は文部科学省のほうが致しますので、私どもがとい

う訳ではないのですけど、国語と算数・数学につきましては毎年実施

して、理科につきまして３年に１回の調査。英語を加えるにあたって

は中学校において３年に一度ということで設計されております。１日

の中で行える調査の量にも限りがありますので、「今年は理科の年」

「今年は英語の年」というようなかたちで実施をするためだと受け止

めております。 

 

英語の結果っていうのは、個々には知らされないのですか？ 

 

「聞くこと」調査、「読むこと」調査、「書くこと」調査につきま

しては、従来からの教科と同じように平均正答率が公表されますが、

「話すこと」調査につきましては今年度初めて実施すること、また、

全国で機器の不具合やトラブルで十分に調査が行われない状況がある

という理由で、あくまで参考として取り扱うと言われております。 

 

学校ごとにはどうですか。 

 

学校ごとに個々の生徒がどうだったことについては返されますが、

いわゆる公表というかたちとは違うと思います。 

 

おそらく７月末に結果が出るだろうということで、良い結果が出る

んじゃないかと。また結果が出たらお知らせいたします。 

 

それでは、報告事項２については、以上のとおりとします。 

続いて、報告事項３について、高校教育課から説明をお願いしま

す。 

 

 それでは、「平成３１年３月新規高等学校等卒業者の就職状況等」

について御報告します。 

 議案冊子の２０～２１ページをお開きください。 

 御覧いただいている「求人・求職・就職状況」は、山口労働局から

発表された３月末現在のデータを基に作成した一覧表であります。 

 各欄とも、下段の数字が今年３月末現在の数値であり、上段にあり

ます（ ）内の数値が昨年３月末の数値となっております。 

 まず、Ａの欄にあります「求人数」は、男女合わせて、６，６６０
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人であり、昨年同期の５，８０４人より８５６人、率にして１４．７

％の増加をしております。 

 その下の欄、Ｂの欄の「就職希望者数」は、合計で３，１６２人で

あり、昨年同期の３，０６６人より９６人、率にして３．１％の増加

となっております。 

 求人数を就職希望者数で割った、いわゆる「求人倍率」は、Ｃの欄

にありますように２．１１倍となりました。 

 こうした状況の下、Ｄの欄「就職内定者数」は、合計で３，１３８

人。１つ飛ばして、Ｆの欄「就職内定率」は、合計で９９．２％とな

り、６年連続で９９％台の高水準となっております。 

 しかしながら、ひとつ上に戻っていただくこととなりますが、Ｅの

欄の「未内定者数」については２４人、昨年度と比較して６人の増加

となっており、引き続き、各公共職業安定所や山口しごとセンターな

どの関係機関との連携を図りながら、就職の相談や斡旋等に努めてま

いりたいと考えております。 

 さらに、Ｇの欄にあります「県内就職内定比率」については、高校

生の主体的な県内就職を一層促進するため、２０２２年（令和４年）

度までに８５％以上とする目標を掲げて諸施策に取り組んでいるとこ

ろですが８２．３％となり、前年同期に比べ１．９ポイントの増加と

なっております。 

 こうした中、どのようにして高校生等の就職を支援するかでありま

すが、２１ページに本年度取り組むこととしている高校生の県内就職

を促進するための事業であります、「２０１９年度やまぐちの活力を

支える高校生就職支援事業」の概要をお示ししておりますので、簡単

に御説明をさせていただきます。 

 (１)の「県内就職ガイダンス等充実事業」では、「地域産業魅力発

見セミナー」と「地域産業就職ガイダンス」を引き続き実施すること

としています。 

 (２)の「県内就職サポーター等配置事業」におきましては、県内就

職を支援する体制の強化に向けて、昨年度から配置した「県内就職促

進統括マネージャー」を中心として、県内企業情報の分析と県内広域

マッチングの業務を、組織的に行うこととしています。 

 さらに、（３）の「県内企業就職セミナー事業」におきましては、

本年度から対象を高校１・２年生とその保護者にも拡充するととも

に、「県内企業見学セミナー」と「県内企業就職説明会」を同一日に

開催することを可能とし、県内企業・県内就職の魅力や良さを、生徒

には早い段階から、保護者には直接しっかりと伝えることができる取

組を実施できるよう、改善を図っております。 

（４）の「県内企業訪問推進事業」においては、求人開拓や応募前

職場見学はもとより、職場定着指導等のため、教員等の企業訪問を実

施することとしております。 

（５）の「県内就職促進協議会」につきましては、より多くの企業

と学校が情報交換していただくため、Ⅰ期の地区別に加えまして、地

区別の協議会に参加できなかった企業を対象として、Ⅱ期の県東部、

県央部、県西部で開催することにしております。 

 最後になりますけれど、平成２９年度から立ち上げております「高
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校生県内就職促進プロジェクトチーム」において、他部局と連携いた

しまして、高校生の県内就職を総合的かつ一体的な促進に努めている

ところですが、ただいま御説明した様々な事業展開も行う中で、今年

度も引き続き、就職を希望する全ての生徒の進路実現及び高校生の県

内就職に向けた取組を学校・関係機関と連携しながら積極的に推進し

てまいります。 

 以上で、御報告を終わります。 

 

 ただいま高校教育課から報告事項３について説明がありましたが、

意見、質問はありますか。 

 

いろんな努力をされた中で、９９．２％のデータは良いのではない

かと思います。Ｅの未内定者は本当に働く気がある人の話でしょう

か？人が本当に足らなくて、特に地元の中小企業が業種によって全く

入って来ない状態が数年続いているのですが、いかがでしょうか。 

 

３月末時点で、２４名となっておりましたが、その後、学校等に聞

き取りしたところ、現在は１７人まで減っています。残っている未内

定者がどういう状況かについてですけれども、確かに進路の希望が未

定という生徒も含まれていますし、自分が希望する職種とのマッチン

グが上手くいっていない生徒もいます。引き続き各公共職業安定所や

しごとセンターの関係者と学校が連携して、しっかりと就職内定に向

けて努めていきたいと考えています。 

 

いつもの話ですが、定着率ですね。離職率をいかに下げられるか。

「とりあえず９９％だからいいじゃないか」ではなくて、そこまで含

めて、子どもたちや親に対して理解を得ながら進めていけたらと思い

ます。 

 

 お話があったとおり、求人開拓で企業訪問をしておりますけど、特

に中小企業は厳しい状況が続いております。できるだけ県内に残って

ほしいと思っていますけど、なかなか子どもの数も少なく、十分御希

望に答えられない状況が続いているということです。 

 他にいかがでしょうか。 

 

それでは、報告事項３については、以上のとおりとします。 

  

 次に、次回の教育委員会会議の日程について、教育政策課から説明

をお願います。 

 

次回の教育委員会会議は、６月１２日（水）午後２時からの予定で

ございます。よろしくお願いします。 

 

 
 


